


 石川県能登地方で発生したマグニチュード（Ｍ）７・６の地震について、東北大の
遠田晋次教授（地震学）は９日、能登半島北側の活断層帯が連動し、強い地震を
引き起こしたとの見方を示した。今回の地震の規模は、この地域で３０００～４０００
年の間隔で発生するものだったという。（讀賣9日） 
【被害状況 10日】石川県で203人死亡 安否不明者68人（9時）  
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石川県によりますと、10日午前9時の時点で、県内で、あわせて203人の死亡が確
認されたということです。また県は、10日午前9時の時点で安否が分かっていない
人として、68人の氏名や年齢などを公表し広く情報の提供を求めています（NHK） 
最大震度7を観測した能登半島地震の被災地は厳しい寒さが続き雨が降っていま

す。地震の揺れで地盤が緩んでいるため、少しの雨でも土砂災害の危険度が高ま
るおそれがあり、気象庁は警戒を呼びかけています。 

「国土強靭化政策」はどれだけ有効だったろうか 

「政府の初期対応がまずい」「後手後手じゃないか」という声もあります。いずれにせよ
厳しい環境下での長期的な対応が必要。建設労働の需要は高まるとおもいます。 


